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１ ごあいさつ 

 今月、事務所便り第 50 号を発行させていただきます。 

 お正月は温暖で過ごしやすかったですが、急に寒い日 

が続いたりしてインフルエンザが大流行しているようで 

す。みなさん体調管理に気をつけ、この寒い時期を乗り 

越えましょう。 

 今月は、先月大雪が降った日に京都の嵐山の雪景色を 

見に行ってきた際に撮影した写真を掲載させていただき 

ます。 

 

（写真は、阪急嵐山駅のホームにて撮影しました） 

 

 今月発行の事務所便りの内容としましては、税金より 

のピックアップとしまして、平成 28 年分の確定申告 

について、最近の税務関連状況、税金以外のテーマと 

しまして免疫力について その４ を書いておりま 

す。 

 皆さんのご参考になれば、うれしく思います。 

 

２ 平成 28年分の確定申告について 

 平成 28年分の確定申告の提出時期が近づいてきまし 

た。個人事業主の方々は、昨年の書類の整理を済ませて 

確定申告を提出する準備をしないといけない時期になり 

少しずつ気持ちが焦ってきているのではないでしょうか。 

そこで、平成 28年分の確定申告について簡単に説明さ 

せていただくことにします。 

 

提出期間 申告所得税 

H29 年 2 月 16 日から H29 年 3 月 15

日まで。 

なお還付申告（所得税の還付をしてもら

う申告）につきましては、2月 16日以前

でも提出することは可能です。 

＊早く所得税の還付を受けたい方はお早

めに還付申告をすることをお勧めいたし

ます。 

 

消費税 

H29 年 2 月 16 日から H29 年 3 月 31

日まで。 

納付 現金で納付される場合 

申告所得税 平成 29年 3月 15日まで 

消費税   平成 29年 3月 31日まで 

 

振替納税を利用されている場合 

申告所得税 平成 29年 4月 20日 

消費税   平成 29年 4月 25日 

延納 申告所得税額を１回で納付するのが困難

な場合に２回の分割にすることができま

す。 
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延納を届け出る額によっては利子税

（1.7％）が必要になる場合がございま

す。 

今年は、延納届出額を 279,000 円までに

されると上記の利子税はかからないこと

になっております。 

 

 H28年度の確定申告手続きで大きく変わっております

のは、確定申告書の用紙にマイナンバーを記載する箇所

が設けられていることです。 

 

変更点 ・（マイナンバーの記載が必要） 

確定申告書第一表に提出するご本人のマ

イナンバーを記載する欄が設けられてい

ます。 

第二表には、その方が扶養されている家

族（配偶者、扶養親族、事業専従者）のマ

イナンバーを記載する欄が設けられてい

ます。 

 

書面で申告書を提出する場合には、本人

確認書類の写しを「添付書類台紙」に貼付

するか本人確認書類の写しを添付しない

場合には、税務署の窓口で本人確認書類

を提示しないといけなくなります。 

 

 

【参考文献】 

・国税庁発行のリーフレット 

 

 

（写真は、阪急嵐山駅のホームにて撮影しました） 

３ 最近の税務関連状況 

 最近の税務関連で新聞等に取り上げられている事項を 

ご紹介しておきます。 

企業の休廃業関連  

 日経新聞に「企業の休廃業・解散 最多  倒産減も 

中小苦境 昨年 2万 9500件超す」の記事が掲載されて 

おりました。 

 

記事の内容は、 

・2016年に休業、廃業したり解散したりした会社の数が

2 万 9500 件を超え、過去最多を更新する見通しとな

った。３年ぶりに増加に転じる。 

・一方、全国の倒産件数は前年比 4％減の 8446件と 8年

連続で減少した。 

 

・休廃業・解散が特に増えているのは建設業など人手不

足が深刻な業種。大幅な赤字ではないものの、後継者

難などから傷が浅いうちに廃業するケースが目立って

きている。 

・東京商工リサーチによると 2015 年の全国の社長の平

均年齢は、前年より 0.2歳延びて 60.8歳となり最高を

更新した。 

 

・企業の開業も増えている。2015年の１年間で新たに設

立された法人は前年比４％増の 12万 4996社で、６年

連続で前年を上回った。 

・金融庁は金融機関に取引先の将来性などから担保や保

証に依存せず融資する「事業性評価」の推進を求めて

おり、金融機関からの廃業圧力が強まる懸念がある。 

 

などと書かれておりました。 

 

＊世界と比較すると日本の企業の新陳代謝は遅れているよう

です。ビジネスの環境の変化が早くなってきており、対応

していくのが段々難しくなってきているように思いますの

で、社長さんがまだ元気なうちから M&Aを含めた事業承

継を早めに考えていかないといけないといけない時代にな

ってきているように思います。 

 

中小企業の固定資産税関連 

日経新聞に「税優遇 サービス業も 固定資産税、 

設備投資促す」の記事が掲載されておりました。 



記事の内容は、 

・経済産業省は中小企業の設備投資を促すため、2017年

度から設備にかかる固定資産税の優遇措置を広げる。 

・製造業だけでなく、サービス業も優遇を受けやすくす

る。 

 

・工作機械に加え、エアコンや陳列棚、コンピューター

サーバーなどサービス業で利用する器具・設備も固定

資産税を３年間半減。サービス業の生産性向上を支援

する。 

・優遇は赤字企業でも受けられるため、経産省は地域の

中小企業が生産性の向上を目的に設備投資を活発に進

めることを期待している。 

 

などと書かれておりました。 

 

＊160万円以上の設備を導入することによって固定資産税を

優遇する制度ですので、導入することを検討される場合に

は、検討している設備が該当するかどうかも含め、事前に

税理士に相談してみることをお勧めいたします。 

 

 

（写真は、雪の嵐山です） 

 

企業情報閲覧サイト関連 

日経新聞に「国内 400万社情報一覧 許認可実績な 

ど 経産省がサイト」の記事が掲載されておりました。 

 

記事の内容は、 

・経済産業省は国が保有する国内約 400万社の企業情報

を一覧できるウェブサイトを先月 19日に立ち上げた。 

・各省庁からの事業委託や許認可、表彰などの履歴を公

開する。 

 

・大企業か中小企業にかかわらず企業版マイナンバー制

度で割り振った全社を検索できる。 

・企業名を打ち込めば、事業委託や物品納入といった各

省庁との取引実績のほか、受けた補助金なども調べら

れる。 

 

・サイト名は、「法人インフォ」。誰でも無料で閲覧でき

る。 

 

＊記事を書くにあたって、「法人インフォ」サイトを閲覧してみ

ました。日本の各省庁と取引などがなければ、特に記載され

る項目はないので、個人的にはほとんど利用することはない

ように思います。一度どのようなサイトなのかご覧になって

みてはいかがでしょうか。 

 

 

（写真は、雪の嵐山です） 

 

４ 免疫力について その４  

「食」「健康」「ストレス緩和」「癒し」に関連したテーマ

について毎回書いていくことにしております。 

 今回も、免疫力についてご紹介させていただきます。 

 

「免疫力」こそ健康の大黒柱と心得よ 

 参考文献には 

・私たちの健康の要となるもの――それは「免疫力」で

す。 

・健康体というのは「免疫力が高い」ということにほか

なりません。 

 



・健康になる人は高い免疫力を維持しているからこそ、

風邪も引かず、疲れもためず、常に最良のコンディシ

ョンを保っていられるのです。 

・「免疫」とは、ウイルスや細菌、あるいはガン化した細

胞といった「外敵」を攻撃して、私たちの身体を病か

ら守ってくれる大切な機能なのです。 

 

・免疫力が低下しないようにすることが、そもそも病気

にならない、病気に負けない最大の秘訣なのです。 

・この免疫という身体の機能は、最適なバランスを保て

るかどうかがとても重要になります。 

 

・最適なバランスを保てるかどうかで免疫は良くも悪く

もなります。だからこそ、免疫は決してあなどったり

軽視したりできるものではなく、むしろ「最重要視」

すべきものといえるのです。 

・免疫システムのバランスをうまく保つには、その人そ

の人の「リラックス状況の最適化」を図ることが必要

です。 

 

などと書かれています。 

 

 参考文献を読んでおりますと、免疫力を良い状態に保 

っておくためには、心身ともにリラックスできる状況を 

作ることが大切であると気づかされます。 

 

 そろそろ花粉症で多くの方が悩まされる季節がやって 

きますが、これは免疫システムのバランスが悪いので、 

身体に入ってくる花粉に過剰に反応してしまい起こって 

いる反応ということになるのでしょうね。 

 

私の体験を書きますと、私は、高校生の時から花粉症 

に悩まされておりましたが、花粉症の時期の約１カ月花

粉症のクスリを使い続ける生活をしていて、身体は本当

に大丈夫なんだろうかと思うようになり、市販薬から漢

方薬に代えてみたり、食生活に気をつけていくうちに花

粉症の症状は少し出るもののクスリに頼らなくてもいい

状態にまで改善してきております。これが、自分にとっ

て花粉症に対する免疫システムがいい状態になってきて

いるということなのかなと思っております。 

 安易にクスリに頼るのではなくどうしてこのような症

状が出てきたのかの原因を探ってクスリに出来るだけ頼

らなくてもいい身体になることを少しずつ考えるように

なってみられてはいかがでしょうか。 

 

これで一旦、免疫力についてご紹介させていただくの

は終わりにいたします。また機会があればご紹介させて

いただきます。 

 

【参考文献】 

・免疫力をあなどるな！ 著者 矢﨑雄一郎 発行所 

サンマーク出版 

 

５ 編集後記 

 先月大阪市内は積雪にはなりませんでしたが、京都

では積雪になっていた日に雪を見に京都の嵐山へ行って

きました。阪急電車に乗って嵐山へ行きましたが、京都

に入ると家の屋根に雪が積もっている景色に変わりまし

た。嵐山に着いてみると積雪で全くの別世界にたどり着

いたように思いました。空が白くて自分が水墨画の中に

いるようでたまには寒いですが雪のある所にいくのもい

いものだなと思いました。 

 

 

 

今月も最後までお読みいただきありがとうございまし

た。 


